
流聞に位相差を生ずるようにされ

ている。

a画審
E司園
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(3) 検流言十型継電器 (galvano­

meter type relay) 
ー・・・ !I

賢哲hこの型の縦m日告はダイ ナモ メー

ターの原!'J!で iflj)f'J'する 2 元型の継

~11総である。悶定書î!輸とその内部

の~隙を自由に回転しう る可動線

総とからなっていて， 固定級輸を

局部側に， 可動線輸を軌道側に接続

し ， 両総輸を昔ltれる電流の位相が同

*flの幼合は， f立磁誘導作用により最

大の回1伝力が可íIìiJ級輸に作用して媛

AIをm成する。 H立型として使用す

写真-3. 71î動後型継m総

図-1.

m動機型継m捺の脈問凶

固定子
る ときは可動総輸が一方向にのみ即J 回転士

作するようにし 3 位型として使用 内摘世l

するときは両級輸の也統聞の位相を

180・:æえて使用する。この型には空隙に鉄心を有するものと，

そうでないものとがあるが， 前者ーは小1[1流で大きい回転力が得

られるので一般に長区間の軌道回路に使用されている。

(4) 周波数型継電器 (frequency type relay) 

この型の継注総には動作原理により 遠心型周波数継電器

(centrifugal frequency relay) と 翼板型周波数継電器 (vane

frequency re l ay) とがある。

遠心型は1[!励燦型継電音寺の 2 相誘導miffiJ憾の回転軸に，おも

りっきの遠心部1速機が取付けられてあって. fI1!TV)僚がある回転

速度以上になると翻速践が飛び出て，これが接点の駆動装位を

動作させるよ うになっている。巻線は 2 制lあって局部および軌

道 ßIIIに接続されるが 1 元型として使用するときは岡総輸を適

当に訓整して. 111:流聞に{立相差を生ずるようにな っている。 こ

れは 25 サイクル交流電化区間用として使用され， 直音!~や 30 サ

イ !I，レ以下の交流て‘は動作しない。

lJ'~板型 (図ー2) はH型の鉄心によ って 2 つの1滋気回路を悦成し ，

巻総Tは直列に接続されて鉄心の中心制lにl反付けられている。

A l 製のw板は FF 聞の空隊中を上下し 悶 2. 爽仮型周波数

て接点の Ilfl閉を行うようにな っている。 継T在総の原埋図
左右の磁気回路には鈎探Fがあって ， 月1I .. で宍お勺
に右目111には銅潔 Cがあるが， これは周波 !~~現出A
数が日くなると右側の磁気抵抗を別加す r-t.f:I!i!3lJlI 

h 凪1.-' 仁、 M 叶
るように {ノJ' ffl す る。したがって 25 サイ 巳=ー~ノ

F ノレの'/R111 'i11:昔!~て寸主左右の磁束が平均して拠板は動作しないが，

60 サイ ク ノレの信号電流では磁東がほとんど左側を通るので，爽

絞が動作して接点を構成する。この型は 25 サイク ル交流電化用

の 1 元裂として使用されている。

これらの交流継電器をさらに構造 ・ 型式 ・ 使用目的別害事に分

類するとつぎのようになる。

( 1 元 2 位軌道縦電線
I 2 元 2 位軌道継電線，

軌道継電線 1 ;;元 3 位軌道継mtj S 型
I ~ --l.;;'-;"~~;~;H~"" l E 型
1 コード軌道継~様 、

[信号制御継電球
線条継電球 {反応継f!ir.号

[保持継ïß然
緩動継1rl.*号

( 1 元型 I 1時素継電器+
1 接近表示継泡総

線条継m~ i I 継電線型電源切担軽総
I l 低電圧防護紋電総
l 2 元型表示継電球

(1) 軌道継電器 (track relay) 

軌道回路に使用されて，軌道回路

上に列車または車問が存在しなL 、 と

きには励磁されて動作し，存在する

ときには無励磁となって落下する継

電線顔を総称していう。

ア 交流 1 元軌道継電器 (A. C. 

single element track relay) 

原理は交流線条継包器と 同様であ

しんごうよう

写j:J;-4 .

って 1 組の軌道線輪からなり，級 交涜 2 元 2 位軌道継電総

紛のm圧の有無によって定位 図-3 交流 2 元型継111総の原理凶

反位の 2 様にiJ!lJf'J'する。位相 報量跡&+=司

調設の必要がないこと と短絡 ,,_ n. τ知1削船
感度がよいことで.m内の軌 品Y白も世岡邦検

巡回路に用いられるが送電電

カの大なることと，軌道回路

の長さが制限される欠点があ

るので現在はあまり使用され

ない。

イ 交流 2 元 2 位軌道継電

器 (A. C. two element two 

position track relay ・ 写真-

4 ・ 図-3)

欽心を有する局郎総輸と軌道線輸の 2 組の総輸からなり ， 局

部総輸は常時励磁されているが， 軌道線輸は軌道回路に列車ま

たは11ï雨が存在しないと きに励磁される。この雨級輸の磁束聞

に 90。の位相差があると 1 つの回転磁界が生じ， このために爽

板上に渦ìíf~が誘起する。この渦流と磁束との相互作用，すなわ

ちアレミ γグの左手の法J'lIJに よ って奨板に回転力が生じ，接点

の駆動装置を動作させるのである。軌道mJ路に列車が存在すれ

ば軌道線輸はl!lí励磁となるから，定位接点は開放して反位接点

を構成する。このよう に 2 組の線輸で定位反位の 2 械に動作寸

るのが 2 元 2 位型の継電器である。この軌道継電球は併内等の

比較的短い軌道回路や， 単軌条回路区間に使用される。一般に

定|告電圧は局剖Ißlilで1l0 V. 軌道側で 0.5-0.6 V である。

ウ 交流 2 元 3 位軌道継電器 (A . C. two element three posiｭ

tion track relay) 

この型の継m骨i-fli 2 元 2 位型と構造は同一であるが，軌道線

輸の11i流の有無のほかに電流の流れる方向によ って爽板の回転

方向が異なるので ， 111流の方向により定位反位が決められてい

る。このように 2 組の線輪で定位反位および1!!\ flI流の 3 械に動

作するのが 2 元 3 位の継電録である。

この軌道継111総は長区間の軌道回路に使用されるが， 汽11ï区

間と m化区間と ではイソピー 〆ン スポ γ ドの有無，レ ー ノレポン

ドの差災等のために，両区間に同一特性の継flL総を使用する こ

とは位相調整の点から困難であるので，汽耳I区聞には軌道鉄心

に7JIIに 2 次総輸を設け，これに蓄電穏を接続した交流 5 重量 2 元

3 位軌道継電器を使用し，電化区間にはこの 2 次線輪を有しな

い交流 E 型 2 元 3 位軌道継電器を使用する。

一般に 2 元型継電総の回転力は， 局部総輸の磁東と軌道線輸

の隊東および両磁京間の位相差の正弦に比例する。このことは

励磁m流 . ~圧についても同様に考えられるので， 今局制1. 軌

道111圧をそれぞれ E， e として 0" 0 ， をそれぞれ電圧磁束聞の

位相差とし . E, e IlJlの位相差を んとすれば E， e は磁束に比例

するから

回転力 =KEe sin(O ， 一 (O . -O， )}

一一- 845 一一一




